
「炭鉄港」と小樽
～「炭鉄港」の意義と日本遺産認定の課題～

近代北海道ぞ舞台に繰り広げられた、

ドラマチックな三都物語。
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② 

旧
薩
摩
藩
士
を
中
心
に
近
代
北
海

道
の
基
盤
が
整
え
ら
れ
て
い
く
ス

、ha
－
－

H
ソ
ー
ー

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
を
挟
ん
で

国
内
資
源
の
重
要
な
供
給
地
と
し

て
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
ス

③ ④ 

ト
l
リ
l

主
に
②
か
ら
派
生
し
、
他
地
域
と

の
関
係
・
広
が
り
か
ら
認
識
す
べ

き
ス
ト
ー
リ
ー

こ
れ
ら
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

小
樽
と
の
関
わ
り
か
ら
「
炭
鉄
港
」

の
ス
ト
ー
リ
ー
の
特
徴
を
整
理
し
て
み

ま
す
。
近
代
的
な
産
業
発
展
の
必
要
性
を
主

張
し
て
い
た
薩
摩
藩
主
の
島
津
斉
彬

は
、
北
海
道
は
北
の
守
り
の
要
衝
で
あ

り
、
そ
の
防
衛
と
開
拓
、
産
業
を
発
展

さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
、

1
8
5
5
年
に
は
、
家
臣
に
開
拓
地
等

を
調
査
す
る
よ
う
に
命
じ
て
い
ま
す
。

斉
彬
の
意
思
は
、
黒
田
清
隆
ら
に
受
け

継
が
れ
、
黒
田
た
ち
は
、

1
8
7
2
年

か
ら
「
開
拓
使
凶
年
計
画
」
を
実
施
し
、

官
営
工
場
の
設
立
、
幌
内
炭
山
の
開
発
、

石
炭
輸
送
を
目
的
と
す
る
鉄
道
を
作
っ

て
い
き
ま
し
た
。

米
国
か
ら
招
へ
い
さ
れ
た
地
質
学
者

の
ラ
イ
マ
ン
は
、
北
海
道
一
帯
の
詳
細

な
地
質
調
査
を
実
施
、
日
本
最
大
規
模

と
な
る
石
狩
炭
田
の
概
要
を
明
ら
か

に
す
る
と
、

1
8
7
9
年
に
官
営
幌

内
炭
鉱
（
三
笠
）
を
開
鉱
し
ま
し
た
。

1
8
8
0
年
に
石
炭
を
運
搬
す
る
こ
と

を
目
的
に
幌
内
鉄
道
が
北
海
道
最
初
の

鉄
道
と
し
て
小
樽
j
札
幌
聞
に
開
通
、

1
8
8
2
年
に
は
幌
内
ま
で
全
線
開
通

し
、
幌
内
鉄
道
は
、
石
炭
を
小
樽
港
に

運
び
出
す
だ
け
で
な
く
、
人
や
農
産
物

の
輸
送
に
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
、

北
海
道
の
開
拓
や
産
業
近
代
化
の
原
動

力
と
な
り
ま
し
た
。

小
樽
で
は
、
幌
内
鉄
道
の
開
通
に
つ

い
て
は
よ
く
紹
介
さ
れ
ま
す
が
、
薩
摩

藩
関
係
者
に
よ
る
北
海
道
の
産
業
革
命

と
の
関
連
性
、
工
場
や
炭
鉱
の
開
発
と

の
連
動
を
含
め
て
位
置
付
け
て
い
る
こ

と
が
、
「
炭
鉄
港
」
の
ス
ト
ー
リ
ー
の

特
徴
と
い
え
ま
す
。

1
8
8
9
年
に
幌
内
炭
鉱
と
幌
内
鉄

道
は
、
北
海
道
炭
砿
鉄
道
会
社
（
北
炭
）

に
安
価
で
払
い
下
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
の

後
、
北
炭
に
よ
っ
て
空
知
炭
鉱
と
夕
張

炭
鉱
が
開
発
さ
れ
ま
し
た
。

1
8
1
9

1
9
2
年
に
は
空
知
線
、
室
蘭
線
、
夕

張
線
と
鉄
道
が
延
伸
、
北
炭
は
、
小
樽
・

室
蘭
な
ど
の
港
湾
設
備
を
整
備
し
、
石

炭
輸
送
の
た
め
に
多
く
の
船
舶
を
所
有
し

て
海
運
業
に
も
進
出
し
て
い
き
ま
し
た
。

1
9
0
5
年
、
日
露
戦
争
後
、
南
樺

小
樽
市
は
、
今
年
5
月
に
日
本
遺
産

認
定
さ
れ
た
「
北
前
船
」
に
続
き
、
「
炭

鉄
港
」
で
も
シ
リ
ア
ル
型
（
広
域
）
の

日
本
遺
産
認
定
を
目
指
し
て
取
組
を
進

め
て
い
ま
す
。

明
治
時
代
以
降
、
北
海
道
が
わ
ず
か

な
期
間
で
豊
か
な
社
会
を
実
現
し
た
歴

史
を
ひ
も
解
い
て
い
く
と
、
そ
の
背
景

に
、
空
知
の
「
石
炭
」
、
室
蘭
の
「
鉄
鋼
」
、

小
樽
の
「
港
湾
」
と
、
そ
れ
ら
を
つ
な

ぐ
鉄
道
を
巡
る
、
北
海
道
の
産
業
革
命

と
近
代
化
の
物
語
が
見
え
て
き
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
小
樽
の
役
割
に
焦
点
を

当
て
て
、
「
炭
鉄
港
」
ス
ト
ー
リ
ー
の

意
義
と
特
徴
を
紹
介
し
、
認
定
に
向
け

た
課
題
を
検
討
し
ま
す
。

V
「
炭
鉄
港
」
誕
生
の
き
っ
か
け

「
炭
鉄
港
」
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
、
北

海
道
の

3
つ
の
政
策
が
出
発
点
と
な
っ

て
い
ま
す
。
最
も
根
底
に
あ
る
の
は
、

1
9
9
8
年
に
始
ま
る
空
知
総
合
振
興

局
の
「
炭
鉱
の
記
憶
」
事
業
で
す
。

「
炭
鉄
港
」
の
着
想
自
体
は
、

2
0
0

7
年
、
北
海
道
経
済
部
「
産
業
観
光

検
討
会
議
」
の
報
告
書
の
中
で
、
現

在
と
過
去
の
産
業
、
観
光
地
と
非
観

光
地
と
を
結
び
付
け
る
ス
ト
ー
リ
ー

と
し
て
、
「
炭
鉄
港
」
の
考
え
方
が
示

さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
同
年
の
北

太
が
日
本
の
領
土
と
な
る
と
、
樺
太
開

発
が
活
発
化
し
、
小
樽
は
中
継
港
と
し

て
に
ぎ
わ
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

戦
後
は
、
経
済
復
興
の
た
め
に
石
炭

と
鉄
鋼
を
軸
に
「
傾
斜
生
産
方
式
」
の

政
策
の
下
、
石
炭
と
鉄
鋼
の

2
つ
の
産

業
を
軸
に
生
産
回
復
を
図
る
こ
と
に
な

り
、
炭
鉱
は
急
激
な
復
興
を
遂
げ
ま
す
。

戦
後
ま
も
な
く
、
戦
前
の
ピ

l
ク

（1
9
3
9
年
）
の
約
三
分
の
一
に
貨
物

取
扱
量
が
激
減
し
た
小
樽
港
は
、
経
済

成
長
に
よ
り
1
9
5
6
年
以
降
は
、
ほ

ぽ
ピ

l
ク
の
水
準
ま
で
回
復
し
ま
し
た

が、

1
9
6
3
年
前
後
か
ら
外
国
貿
易

コ
ン
テ
ナ
定
期
航
路
の
撤
退
が
相
次
ぎ
、

外
国
貿
易
の
凋
落
傾
向
が
決
定
的
と
な

り
、
明
治
時
代
以
降
、
石
炭
搬
出
港
と

し
て
機
能
し
て
き
た
室
蘭
港
、
小
樽
港

の
受
入
量
は
激
減
し
、

1
9
7
5
年
頃
、

実
質
的
な
終
え
ん
を
迎
え
ま
し
た
。

「
炭
鉄
港
」
を
軸
と
す
る
北
海
道
の

近
代
化
と
表
退
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
、
人

口
減
少
と
高
齢
化
を
経
験
し
た
日
本
社

会
の
「
既
に
起
き
た
未
来
」
で
あ
り
、

ポ
ス
ト
産
業
社
会
の
課
題
を
先
取
り
し

た
ス
ト
ー
リ
ー
と
な

っ
て
い
る
こ
と

が
、
現
代
的
な
意
義
と
い
え
ま
す
。

V
各
地
に
残
る
「
炭
鉄
港
」
の
遺
産

「
炭
鉄
港
」
の
3
地
域
に
は
、
世
界

海
道
経
済
部
「
道
央
地
域
観
光
戦
略

会
議
」
で
の
提
言
を
具
体
化
す
る
た

め、

2
0
1
0
年
に
同
会
議
に
炭
鉄
港

部
会
が
設
置
さ
れ
、
「
そ
ら
ち
炭
鉱
の

記
憶
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
セ
ン
タ
ー
」
が
主

管
と
な
り
、
空
知
と
室
蘭
、
小
樽
を
結

び
付
け
る
「
炭
鉄
港

i
北
の
近
代
三
都

物
語
j
」
の
展
開
が
始
ま
り
ま
し
た
。

「
炭
鉄
港
」
の
取
組
は
、

2
0
1
5

年
に
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」

が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
こ
と
で
大

き
な
転
機
を
迎
え
、
同
年
に
創
設
さ
れ

た
日
本
遺
産
へ
の
認
定
の
可
能
性
を
含

め
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た。
同
年
策
定
さ
れ
た
「
北
海
道
創
生
総

合
戦
略
」
で
は
、
広
域
連
携
に
よ
る
施

策
展
開
と
し
て
、
「
産
業
遺
産
（
炭
・
鉄
・

港
）
の
保
全
・
活
用
に
よ
る
交
流
人
口

の
拡
大
」
が
明
記
さ
れ
、
「
炭
鉄
港
」
は
、

世
界
や
日
本
、
道
内
の
諸
地
域
の
動
向

を
反
映
し
た
取
組
に
な
っ
て
い
る
と
い

え
ま
す
。
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V
『
炭
鉄
港
」
の
ス
ト
ー
リ
ー

「
炭
鉄
港
」
は
、

に
深
く
関
わ
る

①
薩
摩
藩
に
よ
る
産
業
革
命
と
明
治

維
新
、
北
海
道
の
重
要
性
が
認
識

さ
れ
る
ス
ト
ー
リ
ー

北
海
道
の
近
代
化

遺
産
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」

の
構
成
資
産
と
同
種
・
同
等
の
近
代
化

遺
産
が
今
も
数
多
く
残
っ
て
お
り
、
そ

れ
ら
の

一
部
を
日
本
遺
産
の
構
成
文
化

財
と
し
て
位
置
付
て
い
ま
す
。

「
炭
」
（
炭
鉱
）
で
は
、
空
知
で
最
初

に
聞
か
れ
た
「
幌
内
炭
鉱
音
羽
坑
」
（
三

笠
市
）
、

1
9
0
0
年
に
開
坑
し
た
「
北

炭
夕
張
炭
鉱
天
龍
坑
」
（
夕
張
市
）
、
戦

後
に
作
ら
れ
た
「
住
友
赤
平
立
坑
櫓
・

周
辺
施
設
」
（
赤
平
市
）
な
ど
、
各
時

代
の
立
坑
が
空
知
各
地
に
残
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
「
小
林
酒
造
建
造
物
群
」
（
栗

山
町
）
は
、
周
辺
の
炭
鉱
町
の
労
働
者

に
愛
さ
れ
、
出
荷
数
を
伸
ば
し
た
酒
造

会
社
で
す
。

集



V
『
炭
鉄
港
」
の
課
題

以
上
の
よ
う
に
、
「
炭
鉄
港
」
と
い

う
、
北
海
道
の
近
代
化
と
産
業
革
命
の

ス
ト
ー
リ
ー
を
空
知
、
室
蘭
、
小
樽
の

そ
れ
ぞ
れ
特
徴
を
持
つ
歴
史
遺
産
を
立

体
的
に
認
識
す
る
こ
と
を
可
能
と
す
る

意
義
が
あ
る
と
い
え
ま
す
。
小
樽
で
は

旧
手
宮
線
を
は
じ
め
と
し
た
鉄
道
遺
産

が
、
小
樽
の
観
光
資
源
と
し
て
認
知
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
「
炭
」
と
「
鉄
」
と

の
広
域
の
つ
な
が
り
は
余
り
認
知
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
日
本
遺
産
認
定
に
は
各

地
域
の
市
民
、
行
政
の
連
携
が
不
可
欠

で
す
。
と
の
機
会
に
、
広
域
の
地
域
連

携
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
認
定
へ
の

キ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

「
鉄
」
（
鉄
鋼
）
で
は
、

1
9
0
9
年

に
北
炭
が
設
立
し
た
「
日
本
製
鋼
所
旧

発
電
所
」
（
室
蘭
市
）
、
を
は
じ
め
、
輪

西
製
鉄
場
（
現

・
新
日
銭
住
友
室
蘭
製

鉄
所
）
が
設
立
さ
れ
た
「
輪
西
門
前
町

の
ま
ち
な
み
」（
室
蘭
市
）
等
が
製
鉄

業
最
盛
期
の
面
影
を
現
在
に
伝
え
て
い

ま
す
。
「
瑞
泉
閣
」
（
室
蘭
市
）
は
、
大

正
天
皇
が
皇
太
子
時
代
に
日
本
製
鋼
所

室
蘭
製
鉄
所
を
視
察
さ
れ
た
際
の
宿
泊

所
と
し
て
、

1
9
1
1
年
に
建
設
さ
れ

た
施
設
で
す
。

大正～昭和初期の手宮の高架桟橋 （小樽市総合博物館）

炭鉄港とは？
近代北海道を築く基となった三都（空知・室薗・小樽｝を、石炭・鉄鋼・港湾・鉄道

という三つのテーマで結ぶことにより、人と知識の新たな動きを作り出そうとする

取り組みです。2010年から続けられており、現在．日本遺産の登録に向けた取組'/Ji

スター卜しています。
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小
樽
で
は
、

1
8
8
0
年
に
手
宮
j

札
幌
間
を
結
ぶ
北
海
道
最
初
の
鉄
道
が

開
通
し
、
北
海
道
の
開
拓
に
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
き
ま
し
た
が
、

1
9
8
5

年
に
廃
線
と
な
っ
た
「
旧
手
宮
線
線
路

跡
」、

「
手
宮
駅
機
関
庫
群
」
の
「
機
関

車
庫
3
号
」
（
1
8
8
5
年
竣
工
。
現

存
す
る
日
本
最
古
の
機
関
車
庫
）
。
「
機

関
車
庫
1
号
」
（
1
9
0
8
年
竣
工
）
、

「
手
宮
駅
危
険
品
庫
」
（
1
8
9
8
年）

等
の
鉄
道
遺
産
が
多
数
残
っ
て
い
ま

す
。
鉄
道
遺
産
は
、
空
知
の
「
北
海
道

炭
鉱
鉄
道
岩
見
沢
工
場
（
岩
見
沢
レ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
）
」
（
岩
見
沢
市
）
、
「
旧
室

蘭
駅
舎
」
（
室
蘭
市
）
、
「
幌
内
線
線
路
」

（三
笠
市
）
、
夕
張
線
（
夕
張
市
）
な
ど
、

各
地
に
あ
り
ま
す
。

「
港
」
（
港
湾
）
に
は
、
小
樽
の
数
々

の
歴
史
遺
産
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

1
9
0
8
年
、
小
樽
築
港
事
務
所
初
代

所
長
の
慶
井
勇
に
よ

っ
て
、
日
本
初
の

本
格
的
港
湾
整
備
の
一
環
と
し
て
建
設

さ
れ
た
「
小
樽
港
北
防
波
堤
」
（
小
樽

市）、

1
9
0
6
年
に
竣
工
し
た
「
日

本
郵
船
側
小
樽
支
店
」
（
小
樽
市
）
は
、

建
物
全
面
に
専
用
の
船
入
澗
や
輸
出
入

倉
庫
が
あ
り
、
背
面
に
は
鉄
道
が
通
っ

て
お
り
、
船
舶
会
社
の
支
店
と
し
て
適

し
た
場
所
に
位
置
す
る
港
湾
・
鉄
道
遺

産
と
位
置
付
ら
れ
て
い
ま
す
。

4 集｜特

日本遺産とは？
地域の歴史的魅力や特色を通じて我が国の文化・伝統を語るストーリーを

「日本遺産(JapanHeritage）」として文化庁が認定するものです。

ストーリーを語る上で欠かせない魅力溢れる有形や鰻形の様々な文化財群を、

地域が主体となって総合的に整備・活用し、圏内だけでなく海外へも戦略的に

発信してい〈ことにより．地慢の活性化を図ることを目的としています。
（文化庁ウェブサイトより引用）
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